
＊掲載名は色員さんの手書き文字（色員フォント）を使用しています

「色員（いろいん）さん」や一般の親子が一緒になって新聞
紙を丸め、願い事を言いながらボールをパスする遊びが繰
り広げられていました。

言葉がすぐに出てこなくて戸惑う色員さんもいましたが、
子どもたちは自然と声をかけ合い、  「こんなこと言ってみた
らどう？」とサポートする姿が見られました。  
〝 早くして！”といった急かすような言葉が聞こえてきそ
うな場面ですが、そこには優しさがあふれていて、穏やか
であたたかい空気が流れていました。

一般参加されたご家族の帰り道。親子で次のようなやりとりがあったそうです。
「〇〇君たちは支援学校に通っているんだよ」と伝えると、子どもたちは不思議そうな顔で「そ
んなの分からなかった」「どこで会えるの？また遊びたい！」「とても楽しかった！！」
純粋な反応から、偏見や先入観のなさが伝わったとのことでした。  
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アートワークショップの説明やはじめ方、ファシリ
テートの内容、学生と先生・学校のサポート、色員
さんとその家族の変化などをまとめた冊子です。

こちらから
ご覧いただけます

冊子について
～ASAHI 君のエピソード～
「ぼくだって高校生」

冊子

当法人では、障害を抱える人たちの多様な個性や強みを   『色』と捉え、
「心のままアートワークショップ」に参加する表現者を  「色員（いろいん）さん」と呼んでいます。

「高校生のみなさん、集合してください！！」と呼びか
けると、１番にやってきた当時高校３年生の色員
ASAHI君。高校１,２年生のサポーターに「先輩として…」
「後輩たちが…」といった言葉を送っていました。
〝 ぼくは高校３年生、みんなの先輩です！”と言いたかっ
たのかな？先輩としての誇りと自覚を感じました。
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